センターの歴史 (Our History)(日本語版)

[image: ]1971年 - サンフランシスコ再開発庁による日本町計画によって、ジャパンタウンにコミュニティセンターを設立することが地元の方々に許可されました。北カリフォルニア州日本文化コミュニティセンター (Japanese Cultural and Community Center of Northern California)、略してJCCCNCという名前が決まりました。

[image: ]1973年 - JCCCNCはこの年、カリフォルニア州の501(c)3法によって正式に非営利団体に認定されました。これをもって、当時51名で構成される取締役員会は、地元の方の役に立つ事を目標に、様々なリーダーシップ育成プログラム、文化保護、募金活動を行いました。

[image: ]1980年 - コミュニティと地元の方達のおかげで、JCCCNCは、この年、約100万ドルの寄付金を募ることができました。

[image: ]1982年 -『Vision 80’s』、当時およそ$300万規模の大型キャンペーン開始。キャンペーンは当時のサンフランシスコ市長、ダイアン・ファインステインと和田ヨリさんが主権しました。

[image: ]1986年 - JCCCNCの施設工事が完成。「キモチ株式会社 」(Kimochi Inc.)、「ジャパニーズコミュニティ委員会」 (Japanese Community Council 略: JCYC) 、**「日本町法的支援 」を設立。

**現在「日本町法的支援 」は解散、活動休止しております。
「アジア・太平洋諸島法的支援」(APILO - Asian Pacific Islander Legal Outreach)
「のびる会新人サービス」(Nobiru-Kai Newcomer Services)
「ジャパンタウン美術とメディア会」として活動中です。

1992年 - 当時の日米関係悪化の最中、JCCCNCは日系コミュニティーを代表して、議員や政治家など向けたに代表会を開きあした。日系・日本人が経営していたビジネスや店をプロモーション。

[image: ]1994年 - 昭和天皇明仁さまと皇后美智子さまが、アメリカ来日の際にJCCCNCにお越しくださいました。元オリンピック金メダリスト、クリスティー・ヤマグチ選手が主催した大阪グッドウィルツアーでは、日本と日系人の関係の強化をはかり、日系人の意識を高めました。

1995年 - 阪神・淡路大震災が発生。(震度7, マグニチュード最大7.5) JCCCNCと地元の方が被災地のために募金活動を行い、USD $600,000の寄付金を集めました。

[image: ]1996年 - 高橋ヘンリとトモエ様より約USD $500,000が贈答された際、JCCCNCの住宅ローンの支払いを完了。この年以来、JCCCNCは「ヘンリ・トモエ高橋慈善団体」(The Henri and Tomoye Takahashi Charitable Foundation)と取引関係を結びました。以来、JCCCNCの動を積極的にサポートしていただいています。日系と日本文化の教育プログラムやサービスやイベント、コミュニティ活動などを団体が大きく支援してくれています。

1997年 - 大阪・サンフランシスコ姉妹街パートナー40周年目を記念し、JCCCNCは日本と大阪市の関係を強めるため、300名の学生、ビジネス業、コミュニティリーダー、アンバサダーなどと提携。


[image: ]1998年 - 都内の日系コミュニティ活動について、地元の方々が不満を持つようになり、対立が頻繁に起こるようになってしまいました。日系コミュニティは自分達の敷地と文化を守るために争いを避けようとしましたが、特にジャパンタウンYMCAイベント施設とジャパンタウン ボール会場では問題が発生しました。地元の方と日系コミュニティはジャパンタウンの敷地と地域内の問題について話し合い、ついに合意に至りました。日系コミュニティは日系の方だけではなく、近所の方にもコミュニティ活動を開始しました。近く手ごろな価格で参加できるプログラムなどを設置しました。このプログラムはジャパンタウン内にある Golden Gate Apartmentsの住民に好評でした。

1999年 - JCCCNCは「日系コミュニティのために出来る事ー将来の計画と方向性」(Charting Courses and Shifting Direction for the Japanese American Community) を出版。日系コミュニティ内の人口、寄付とボランティア活動について調査を行いました。日系コミュニティ関連組織コンソーシアム (Japanese American Consortium of Community Related Organizations 略: JACCRO)と提携して出版しました。

[image: ]2000年 - JCCCNCは “Nikkei 2000”会議を主催しました。コミュニティの将来について日系人が集まり、話し合う米インターナショナルイベントはこの会議が初めてです。日本や南米など 様々な地域を代表した500名以上が参加しました。

2001年 - JCCCNCは「Generations: 日系コミュニティポートレート」(Generations: A Japanese American Community Portrait)を出版しました。ポール・オオサキは、上院法案307 条を提出するための努力を開始しました。3つ残っているジャパンタウンの歴史的、文化的認識を高めるための資金提供を求める、初めての法案です。同年、ドキュメンタリー映画「私たちが見た柵の向こう: アメリカの日系強制収容所で育って」(“From Our Side of the Fence: Growing Up in America’s Concentration Camps”)をJCCCNCがプロデュース。

[image: ]2002年 - 日系スポーツ栄誉団体 (The Japanese American Sports Hall of Fame 略: JASHoF)は、この年、5名就任しました。アン・キヨムラ・ハヤシ、トミー・コウノ、ワッツ・ミサカ、クリスティー・ヤマグチ、与那嶺要選手の5名です。JCCCNCは初めて日系文化センターサミットにて集合しました。同時期に大阪・サンフランシスコ姉妹街パートナー45周年目を記念して、アメフトチームのサンフランシスコ・フォーティーナイナーズが大阪を訪問。

[image: ]2003年 - JCCCNC開設30年を記念して、無料オープンハウスイベントを開催しました。役員とスタッフ一同が、一般の方に主催のプログラムなどをショーケースしました。親善日系学生プログラムの学生たちは広島原爆60年記念日に参加。

2004年 – JCCCNCはメディアで活躍する日系人に名誉賞を授与しました。

[image: ]2005年 - カリフォルニア州市民人権教育プログラム (California Civil Liberties Public Education Program 略: CCLPEP) が主催した、この年の「カリフォルニア州日系人強制収容所についての会議」は500名の人を集めました。参加者は16歳から94歳と年齢層の広い人々が集まった。JCCCNCはカリフォルニア州日系二世高校卒業証書プロジェクトをスタート。
[image: ]プロジェクトの始まりには、日系二世高校卒業生20名に入学式のお祝いをしました。そしてこの年には、「スターに敬礼」イベントで5名の日系芸能人に名誉賞を授与。マコ岩松、パット・モリタ、ジェームス・シゲタ、パット・スズキ、ジョージ・タケイの5名です。

[image: ]2006年 - ジャパンタウン100周年記念イベントの主催団体として参加、プランニングも務めました。記念して、Grateful Crane Ensembleがプロデュースしたドキュメンタリー映画「日本町: 私たちの場所」(“Nihonmachi: The Place to Be”) の世界初公開や毎月伝統文化についてのワークショップや様々なイベントを主催。他にも注目されたイベントはカリフォルニア州ジャパンタウン座談会、映画「ラブレター」上演、そして劇を公演しました。劇では歌手のジェームス・シゲタと女優のナンシー・クワンが再共演しました。

[image: ]2007年 - 当時の大阪市市長、300名以上のアンバサダー、役員とスタッフ、若者、家族、料理のプロ、地元の人々など様々な人が集まり、大阪・サンフランシスコ姉妹街パートナーシップ50周年目を祝うイベントを主催しました。大阪市から助成金をいただき、その後は学生や若い世代の家系や家族の系図について学ぶ文化保護プログラムを設立しました。日系人強制収容所についての大統領令第9066号の65周年記念として、「タンフォランへの冒険」プロジェクトを開始。

[image: ]PG&Eと共に“Go Green”キャンペーンを開催し、センターの屋根にソーラーパネルを設置しました。

[bookmark: _GoBack][image: ]2008年 - JCCCNCは35周年を迎えました。ポール・オサキ事務局長もセンターに勤めて20年を迎え、センターは彼のリーダーシップとビジョンに感謝しました。JCCCNCの努力により、サンフランシスコ市ジャパンタウンはアメリカ保護指定地としてホワイトハウスから認定を受けました。初の日系文化学生プログラムを開始し、兵庫県神戸市に一ヶ月日本語の勉強とホームステイをするというプログラムになっています。同年、CCLPEPから助成金をいただき、日系ファミリー遺産プロジェクトを開始しました。日系学生と若い世代に、家系と家族の歴史を 知ってもらうよう、デジタルテクノロジーを使用したプログラムです。長期計画のためにス タッフを再結成した際に、3人「新たな仲間」として採用しました。

[image: ]2009年 - 環境問題にセンターも協力すべく、「もったいない - ペーパーフリーになろう」キャンペーンをスタートしました。このキャンペーンはセンターに通うメンバーや地元の人に紙の手紙ではなく、出来るだけ多くの人にインターネットと携帯電話のメールでセンターの情報を提供するように推奨しました。センター主催年間プログラム「食べましょう。」はこの年、600人を集め、140年間の日系料理の歴史と食べ物を祝いました。この年は親善日系バスケットボールチームプログラムの最終年で、選手21名が卒業しました。CCLPEPから助成金をいただきました。その後、日系二世大学卒業賞プロジェクトを開始しました。

[image: ]2010年 - 北海道旅行と雪まつりを楽しむため、センターから抽選で選ばれた15名が日本を訪問しました。演歌スター歌手ジェロの初アメリカ西海岸コンサートをJCCCNCが主催。「夢は きっと叶うよ」プロジェクトは大学生インターンが日系二世卒業生にインタビューし、動画を作成しました。JCCCNCは「全米API会議」の主催に協力。その年の「食べましょう。: 世代から世代へ」プログラムでは500名の出席者があり、「カリフォルニア米のパイオニア」と呼ばれていたジョージ・オカモトさんと彼の会社、Nomura and Companyを表彰しました。Nomura and Companyは「国宝ローズ」米を生産しています。

[image: ]2011年 - JCCCNCは「扉を開けて」イベントの25周年目を迎えました。3月11日東日本大震災が発生しました。(震度7強, マグニチュード最大 9.0) センターは「東日本大震災救済募金・寄付」(Northern Japan Earthquake Relief Fund 略: NJERF)を設立、被災地と被災者の方に向けて、募金・寄付活動を行いました。この活動は全米で一番最大の日系コミュニティ救済募金活動となり、1万3000人以上のドナーがあり、Causes.comでは登録メンバーは2万5000人以上となり、300以上のチャリティーイベントを行いました。センターは被災地に合計でUSD $400万以上寄付しました。

[image: ]2012年 - JCCCNCは、この年も被災地のために募金活動を続けました。センターは学生、救済隊員、獣医などを東北地方のサポートのために派遣し、日系コミュニティと地元の人に救済活動の内容と最新情報を細かくアップデートしました。日系ファミリー遺産プロジェクトを再開し、50名の参加者で自身の家族の家系図などを作成しました。一世、強制収容所、現代を家族と振り返ることで、次の世代への希望が見られました。「加瀬日系コミュニティインターン シップ」、次世代の日系コミュニティのリーダーを育てるインターンプログラムを設立しました。

2013年 - JCCCNCは設立40周年記念を祝い、役人補佐のマージョリー・フレッチャーとポール・オサキ事務局長の名誉を讃えました。「東日本大震災救済募金・寄付」(NJERF)から約USD: $110万 を日本の被災地応援プログラム、“Rebuilding the Human Spirit” に寄付しました。高橋学生アンバサダープログラム第2期生たちは日本を訪問、同世代の東北の学生たちや地元の方々と希望と友情を分かち合いました。
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